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１．一般会計決算報告書  

 

＜総括事項＞ 

建設局では，市民の生命と財産を守りつつ，市民生活をより快適なものにするための施策を進めてい

る。 
近年，台風による大雨や集中豪雨等により大きな被害が発生しており，自然災害から市民生活を守る

ための対策や啓発が強く求められている。また，老朽化した橋梁等の社会インフラの適切な維持管理に

より，安全・安心を確保していく必要がある。 

一方で，神戸の魅力を高め，より豊かな市民生活を実現するために道路をはじめとする公共空間の魅

力を向上させていくことも求められている。 

このような状況を踏まえ，令和元年度は「健康・安全を守る」，「街と地域を創る」，「陸・海・空の拠

点を創る」を施策の柱として，自然災害から市民生活を守り，社会インフラの適切な維持管理により安

全・安心を確保するとともに，駅前空間の高質化により「見違えるような街」へのリノベーションを実

施し，まちの魅力を向上させることで，神戸を「さらなる高み」へ押し上げる取り組みを進めた。 

 

＜主要な事業の概要＞ 

１．健康・安全を守る 

（１）災害に強い都市づくり 

大雨や集中豪雨等により市内各地で災害が発生していることから，土砂災害による第三者被害を防

ぐため，崩壊土砂や危険擁壁の撤去等，応急対策費用の一部を助成する，危険がけ応急対策助成を新

たに創設した。また，六甲山エリアを中心とした道路防災対策を引き続き実施するとともに，自然災

害に強いネットワークを確保するため，雨量規制による通行止め等の課題がある国道 428 号（箕谷北）

の抜本的な改良の検討を行った。さらに，住宅地に面した市有の自然林について，暴風による民家へ

の倒木被害を防ぐため，伐採対策を実施した。 

平成 28 年度から兵庫県が進めているレッドゾーン（土砂災害特別警戒区域）については，市民へ

の広報・啓発を行うとともに，既存不適格住宅等に対する移転・改修支援制度についても周知を行っ

た。 

令和元年 12 月に策定した「神戸市無電柱化推進計画」に基づき，市街地の緊急輸送道路を中心に

無電柱化事業を推進した。 

                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 道路法面対策事例（神戸加東線） 電線共同溝イメージ（出典：国土交通省） 
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（２）異常高温対策 

夏季の異常高温対策として，体感温度を下げるため，都心部の道路上において日除けやミスト装置

等を組み合わせたクールスポットの実証実験を行った。また，公園についても，東遊園地等に飾花・

装飾したミスト装置を設置するフラワークールスポットの整備を進めるとともに，垂水健康公園等に

温度上昇を抑えるフラクタル構造の日除け屋根を設置した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）良好な河川環境の創造  

まちの治水安全度を高めるため，櫨谷川等において都市基盤河川改修事業を引き続き実施するとと

もに，僧尾川等において河道改修を行ったほか，鎌ヶ谷川等において貯留施設の活用検討を行い，準

用・普通河川改修事業を推進した。 
また，予防保全の観点から災害を未然に防止するため，より的確な維持修繕が図れるよう河川管理

施設の点検及び健全度の評価を行い，老朽化による損傷等を早期に発見し，修繕を実施した。 
  生田川については，新神戸駅前広場再整備事業と連携し，市民や観光客に親しまれる親水空間整備

の検討を進めた。 
 
 
 
 

 
 
 
 

クールスポット実証実験 

フラクタル日除けとミスト機器の設置（鯉川筋） 

河川管理施設の点検（城山川） 河川の改修（櫨谷川） 

フラワークールスポット（東遊園地） フラクタル構造の日除け屋根の整備（垂水健康公園） 
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（４）六甲山森林整備戦略  
六甲山を緑豊かな美しい森として次世代に引き継ぐため，「六甲山森林整備戦略」に基づき，私有

林を含めた六甲山全体の森林整備や発生材の活用など総合的な事業を展開した。 

災害に強い森づくりを進めるため，市有林の整備と県民緑税事業等を活用した私有林の整備を促進

した。また， CO2 削減等を目的として新たに創設された森林環境譲与税を活用し，「こうべ都市山再

生事業」を推進した。 

さらに，発生材の利活用においては，森林資源を活用した六甲山ブランドの確立に向けて，兵庫県

や（公財）神戸市公園緑化協会との連携により，公共施設を中心にベンチなどへの活用を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）災害復旧事業 

平成 30 年７月豪雨及び台風 20 号，台風 21 号により，市内の広範囲にわたって大きな被害を受け

た。市民の安全・安心な生活を取り戻すために，道路・公園・河川・山腹斜面の復旧事業に取り組ん

だ。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私有林の整備（下唐櫃地域） 発生材の利活用（新長田合同庁舎） 

 法枠設置工事後（車１号線） 
 
 

落石防止対策後（神戸六甲線） 
 

被災時（神戸六甲線） 
 

 被災時（車１号線） 
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（６）道路・橋梁・トンネルの安全対策  

橋梁・トンネルについては，道路法に基づく定期点検を実施し，発見された損傷箇所を計画的に修

繕するメンテナンスサイクルを確立し，効率的・効果的に維持管理を行った。また，緊急輸送道路に

おいて，橋梁の耐震化や特定道路土工構造物の点検を進めるとともに，路面下空洞調査を計画的に実

施し発見した空洞を速やかに補修した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）公園リノベーション事業 

公園をとりまく社会情勢の変化や市民の多様なニーズに対応するため，子育て世代が親子で楽しめ

る公園を「子どもの遊び場拠点」，若者から高齢者までが健康づくりを行える公園を「健康づくりを

サポートする公園」として，拠点公園の整備を進めるとともに，公園のトイレを誰もが安心して利用

できるように，バリアフリー化や洋式化を行う「公園トイレチェンジアクション」を推進した。 
また，神戸総合運動公園補助競技場において，全国規模の大会が開催可能な環境を確保するため老

朽化したトラックの改修に着手した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）道路附属物等の計画的な更新  

将来のインフラ維持管理コストを低減させ，限られた財源の有効活用を図るため，道路案内標識の

配置の再検討，街路樹の危険木の撤去や樹種転換を進めるアセットマネジメントを実施した。 

また，公園照明灯についてはＥＳＣＯ事業を活用してＬＥＤ化を完了した。 

 

 特定道路土工構造物点検（神戸明石線） 
 
 

橋梁点検（長坂橋） 

公園トイレチェンジアクションの推進 
（会下山公園） 

） 

子どもの遊び場拠点の整備（鈴蘭公園） 
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２．街と地域を創る 

（１）リノベーション・神戸 

 「まちの顔」である駅前広場を魅力ある空間へリニューアルすることで，まちの魅力アップを行って

いる。鷹取駅等では植栽のライトアップを，伊川谷駅ではベンチを設置するなど，人が憩える空間を創

出した。甲南山手駅や灘駅等では，駅前空間の再整備に向けた検討を行った。 

また，通学路を含む生活道路などに既に設置しているまちなか街灯について，令和２年度末の完了に

向けて賃貸借事業を活用してＬＥＤ化を進めるとともに，六甲道駅周辺などの駅前広場の街路灯とまち

なか街灯の増設を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊川谷駅 桁下空間の高質化（整備前） 伊川谷駅 桁下空間の高質化（整備後） 

JR 六甲道駅 街灯リニューアル前  JR 六甲道駅 街灯リニューアル後 
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（２）便利で快適な移動を支える自転車施策の総合的な推進 

自転車と歩行者の双方に安全で快適な道路空間を創出し，街の安全と魅力向上を図るため，駐輪場

の環境改善として，新神戸駅等では利用者ニーズに応じた駐輪場の整備を行うとともに，灘駅前等で

は駐輪場の看板を利用者にわかりやすい表示に改修した。 

また，駐輪場における子育て支援として，未就学児の子育て世帯を対象に駐輪場使用料の減免を行

うとともに，チャイルドシート付自転車等が駐輪しやすいママフレエリアを整備した。 

さらに，公共交通の利便性向上として，西区においてバス停付近に無料駐輪場を整備した。  

その他，自転車走行空間については，兵庫区の西出高松前池線において自転車レーンを整備すると

ともに，利用者にとって安全かつ快適な走行空間を確保するため神出山田自転車道のリニューアルを

行い，記念イベントを開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）道路ネットワークの整備  
  都市の円滑な交通を支えるとともに，良好な市街地の形成を図るため，安全で快適な都市生活と機

能的な都市活動の基盤となる道路ネットワークとして，神戸三田線や垂水妙法寺線等の整備を推進し

た。 
また，慢性的な渋滞が発生している小束山６丁目交差点や皆森交差点周辺（皆森～谷上駅前）にお

いて，工事着手に向けた用地交渉や測量設計等を行った。  

 

 

 

 

垂水妙法寺線 

 
神戸三田線 

 

神出山田自転車道リニューアル記念イベント 
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（４）質の高い道路空間づくり 

若年層や高齢者等誰もが暮らしやすく，様々な人々が訪れ交流する街とするため，都心部や市内各

地の坂道や医療・福祉施設等周辺の経路においてベンチや手すりを設置した。 

また，駅から庁舎へのアクセス性向上のため，新長田合同庁舎の新設に伴い点字ブロック等の整備

を行うとともに，移転予定の西区役所周辺については道路整備の検討を行った。名谷駅前については，

道路空間の快適性を向上させるため，駅周辺の舗装リニューアルを進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）六甲山・摩耶山の活性化  

自然散策など歩行者の快適な回遊性確保のため，明石神戸宝塚線の歩道整備に向けた設計を行うと

ともに，散策路の整備計画等を策定した。 

また，国の名勝である再度公園においては，企業版ふるさと納税制度を活用した園内整備と，新た

に民間事業者によるにぎわい創出を推進した。摩耶山掬星台エリアにおいては，引き続き自然観察園

の再整備を行った。 
さらに，観光客やハイカーの増加に対応するため，布引の滝周辺や六甲最高峰において，快適なト

イレ環境の整備に向けた設計・工事を進めた。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

再度公園（コンサート） 自然観察園 
 

ベンチの設置（六甲アイランド） 点字ブロック整備（新長田合同庁舎） 
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（６）海浜公園の再整備  

須磨海浜公園エリア全体が家族連れをはじめとする市民や観光客など多様な人でにぎわうよう，Ｐ

ａｒｋ－ＰＦＩ制度による民間の資金とノウハウを活かした水族園及び海浜公園の再整備に着手し，

令和元年度は公募により事業者を選定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

（７）動物園の魅力向上 

ジャイアントパンダの受け入れについて中国側と協議を行うとともに，希少動物の種の保存の取り

組みとして，絶滅危惧種であるアムールトラをドイツから受け入れた。また，令和元年７月には野生

下で約 100 頭しか生息が確認されていない絶滅危惧種（亜種）であるアムールヒョウの赤ちゃんが３

頭誕生した。 

   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アムールトラ 

水族園イメージ 
 

園内イメージ 

 アムールヒョウの赤ちゃん 
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３．陸・海・空の拠点を創る 

（１）都心三宮・ウォーターフロントの再整備 

都心の新たな憩いとにぎわいの創出を図るため，三宮プラッツをリニューアルし，三宮中央通り地

下通路の美装化に向けた検討を行った。 

また，神戸空港へのアクセス向上等のため，自動車交通の重要な南北軸である生田川右岸線におい

て機能強化に向けた設計を行った。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）広域幹線道路（大阪湾岸道路西伸部など）の整備促進  

  阪神高速神戸線や第二神明道路の慢性的な渋滞を解消し，企業集積や観光振興など企業活動の活性

化等により，神戸さらには関西全体の経済を発展させるため，ミッシングリンクとなっている大阪湾

岸道路西伸部や神戸西バイパスなどの整備を促進した。 
 
 

（３）東遊園地再整備・活性化  

都心の活性化や都心ウォーターフロントへの回遊性向上を図るため，再整備のための基本設計を進

めるとともに，園内で整備予定のにぎわい拠点施設の事業者を公募により選定した。 

 

生田川右岸線 三宮プラッツ 
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令 和 元 年 度

２ ． 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 額 一 覧 表
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(1)

令 和 元 年 度

３．一般会計歳入歳出決算事項別明細書

歳 入
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(2) 歳 出
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（金利額）外書

面積　㎡ 金額　円

1 (19,537)

2 14,637,948

1 (211,108)

2 65,016,831

1 (946,706)

2 159,045,879

1 (153,607)

2 29,744,673

(1,330,958)

268,445,331

獅 子 ヶ 池 周 辺 里 山 保 全 26,322.72 未利用。事業予定地として管理。
令和３年度
買戻し完了

神 戸 三 田 線 707.23

令和３年度
買戻し完了

工事中、完成部分以外は、原則フェンス
で囲い、事業予定地として管理。

令和３年度
買戻し完了

工事中、完成部分以外は、原則フェンス
で囲い、事業予定地として管理。

令和３年度
買戻し完了

買戻し予定

　(参考）都市整備等基金による土地の先行取得状況

28,064.59計

R元年度末時点の利用状況事業名（用途）

Ｒ２.３.31現在残額

山 手 幹 線 26.78

垂 水 妙 法 寺 線 1,007.86

フェンスで囲い、事業予定地として管理。
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４．     工      事      箇      所      表

令 和 元 年 度
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（款）  9　 土木費

　（項）  2　道路橋梁費

（1）道路管理者街路灯管理灯数 （単位：灯）

合計 約135,000

　　（目）　 2　街灯費

道路照明灯 約39,000 市内一円

防犯灯・一般街路灯 約96,000 〃

種類
令和元年度末

街路灯数
箇 所

区
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　（項）　3　道路橋梁整備費

　　（目）　3　道路改良費

（1）国道・県道・市道改良事業
箇 所

区

（2）無電柱化事業
箇 所

区

5
三 木 三 田 線

（ 下 小 名 田 ）

2 生 田 川 右 岸 線 〃 〃

6 道 の 駅 淡 河 〃 駐 車 場 拡 張

〃 道 路 改 良 工

測 量 設 計
電 線 共 同 溝 工

八 幡 線
（ 友 田 町 ）

〃 道 路 改 良 工

内 容

測 量 設 計

〃 歩 道 設 置 工

神 戸 三 木 線
（ 木 津 ）

西

大 沢 西 宮 線
（ 八 多 ）

中 央

9 長 田

7

〃

測 量 設 計

〃

東 灘 芦 屋 線
（ 深 江 南 ）

〃

〃

商 船 学 校 線

〃

商 大 線
（ 海 岸 通 ）

測 量 設 計

垂 水

灘

市 街 地 の 緊 急 輸 送 路 市 内 一 円

番 号 路 線 名

電 線 共 同 溝 工

測 量 設 計

神 戸 明 石 線

内 容

10

電 線 共 同 溝 工

北

4

長 田 楠 日 尾 線
（ 下 沢 通 ）

4

兵 庫

8
国 道 428 号 線 他

（ 荒 田 ）
〃

番 号 路 線 名

7 野 瀬 北 僧 尾 線

3
国 道 428 号

（ 箕 谷 北 ）

9

神 戸 三 木 線
（ 西 盛 口 ）

8

10

5
東 亜 筋 線 ・ 山 麓 線

（ 北 野 ）

6 葺 合 南 23 ・ 29 号 線

〃

東 灘 測 量 設 計

〃

〃

1

3
山 手 幹 線
（ 森 北 ）

〃 電 線 共 同 溝 工

1

2

歩 道 設 置 工

京 橋 線 中 央

-53-



（3）道路防災対策
箇 所

区

1
神 戸 箕 谷 線

（ 神 戸 港 地 方 ）
中 央 落 石 対 策 工

2
小 部 明 石 線

（ 山 田 ）
北 測 量 設 計

3
神 戸 加 東 線

（ 山 田 ）
〃 落 石 対 策 工

4
須 磨 多 聞 線

（ つ つ じ が 丘 ）
垂 水 測 量 設 計

5
高 尾 美 ノ 谷 線

（ 塩 屋 ）
〃 擁 壁 工

6
歌 敷 山 線

（ 歌 敷 山 ）
〃 法 面 対 策 工

7
押 部 谷 里 176 号 線

（ 押 部 谷 ）
西 擁 壁 工

8 六 甲 山 エ リ ア 防 災 対 策 東灘・灘・北 擁 壁 補 修 他

9 道 路 防 災 対 策 市 内 一 円 〃

（4）トンネル対策
箇 所

区

1
中 ノ 畑 丸 山 廻 遊 線
（ 金 慶 洞 ト ン ネ ル ）

北 補 修

2
神 戸 明 石 線

（ 鉄 拐 山 ト ン ネ ル ）
垂 水 補 修 設 計

3
神 戸 明 石 線

（ 下 畑 ト ン ネ ル ）
〃 補 修

内 容番 号

番 号

路 線 名

路 線 名 内 容
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　　（目）　4　道路補修費

（1）側溝整備
箇 所

区
東 灘

灘
中 央
兵 庫

長 田
須 磨

（2）舗装補修
箇 所

区
東 灘

灘
中 央
兵 庫

長 田
須 磨

番 号 所 管 内 容

2 中 部 建 設 事 務 所 〃

1 東 部 建 設 事 務 所 側 溝 改 築 ・ 補 修

4 西 部 建 設 事 務 所 〃

3 北 建 設 事 務 所 北 〃

6 西 建 設 事 務 所 西 〃

5 垂 水 建 設 事 務 所 垂 水 〃

車 道 補 修 ・ 歩 道 補 修4 西 部 建 設 事 務 所

番 号 所 管 内 容

1 東 部 建 設 事 務 所 車 道 補 修 ・ 歩 道 補 修 ・ 雪 寒 対 策

2 中 部 建 設 事 務 所 車 道 補 修 ・ 歩 道 補 修

3 北 建 設 事 務 所 北 車 道 補 修 ・ 歩 道 補 修 ・ 雪 寒 対 策

垂 水 建 設 事 務 所 垂 水 〃

6 西 建 設 事 務 所 西 車 道 補 修 ・ 歩 道 補 修 ・ 雪 寒 対 策

5
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（3）道路美化
箇 所

区
東 灘

灘
中 央
兵 庫

長 田
須 磨

（4）道路施設の維持等
箇 所

区

1 新 交 通 駅 舎 昇 降 機 更 新 東 灘 エ ス カ レ ー タ ー 更 新

2 ト ン ネ ル LED 照 明 市 内 一 円 道 路 照 明 更 新

3 道 路 附 属 施 設 整 備 ・ 補 修 〃
防 護 柵 ・ 道 路 標 識 ・ 道 路 反 射 鏡 ・
区 画 線 ・ 視 線 誘 導 標

番 号 所 管

1 東 部 建 設 事 務 所
路 面 清 掃 ・ 街 渠 浚 渫 ・ 路 面 草 刈 ・
道 路 法 面 草 刈 ・ 駅 周 辺 歩 道 他

3 北 建 設 事 務 所 北 〃

2 中 部 建 設 事 務 所 〃

〃

5 垂 水 建 設 事 務 所 垂 水 〃

4 西 部 建 設 事 務 所 〃

内 容

番号 事 業 名 内 容

6 西 建 設 事 務 所 西
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　　（目）　5　橋梁整備費

（1）橋梁整備
箇 所

区

（2）立体横断施設補修
箇 所

区

（3）地下構造物補修
箇 所

区

6

市 内 一 円

〃

向 洋 4 号 線
（ イ ー ス ト コ ー ト 2 号 歩 道 橋 ）

〃

2

北

7 立 体 横 断 施 設 〃

1

4
灘 浜 脇 浜 線

（ 摩 耶 海 岸 通 歩 道 橋 ）

〃

〃

内 容

中 央

〃

中 央

東 灘 補 修

9

〃

5

10

向 洋 3 号 線
（ ウ エ ス ト コ ー ト 1 号 歩 道 橋 ）

3

〃

向 洋 2 号 線
（ ア イ ラ ン ド 北 口 駅 西 歩 道 橋 ）

路 線 名

6

3
兵 庫 埠 頭 線

（ 大 輪 田 橋 ）

〃

番 号

5

7

4
会 下 山 線

（ 入 江 橋 ）

西

名 谷 環 状 線
（ 中 落 合 ）

緊 急 補 修 他

番 号 路 線 名 内 容

〃

〃

2

須 磨

8

地 下 道 補 修 設 計

〃 橋 梁 補 修

神 戸 明 石 線
（ 白 水 橋 ）

灘 浜 脇 浜 線
（ 脇 浜 海 岸 通 歩 道 橋 ）

灘

市 内 一 円

梅 香 浜 辺 通 脇 浜 線
（ 春 日 野 地 下 道 ）

浜 魚 崎 線
（ 島 崎 橋 ）

〃兵 庫

神 戸 明 石 線
（ 奥 唐 戸 橋 ）

点 検

〃

神 戸 加 古 川 姫 路 線
（ 第 四 上 穂 橋 ）

〃 〃

耐 震 補 強

1
灘 浜 住 吉 川 線
（ 住 吉 大 橋 ）

東 灘 橋 梁 補 修

〃
明 石 神 戸 宝 塚 線
（ 南 五 葉 歩 道 橋 ）

〃

橋 梁 点 検

垂 水

2
戸 崎 駒 ヶ 林 線
（ 大 橋 地 下 道 ）

地 下 道 補 修

番 号

1

路 線 名 内 容

長 田
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　　（目）　6　交通安全施設費

（1）道路機能改善
箇 所

区

（2）交差点改良
箇 所

区

（3）道路標識
箇 所

区

（4）あんしん歩道整備事業
箇 所

区

9 高 倉 台 3 号 線 （ 高 倉 台 地 区 ） 〃 〃

10 竜 が 岡 2 号 線 他 西 測 量 設 計

7 名 谷 環 状 線 ほ か 5 線 （ 名 谷 地 区 ） 〃 段 差 解 消

8 本 多 聞 地 区 垂 水 〃

5 有 野 台 地 区 北 段 差 解 消

6 外 浜 4 号 線 須 磨 測 量 設 計

中 央 測 量 設 計

兵 庫 波 打 ち 解 消

2
道 路 案 内 標 識

（ 大 型 案 内 標 識 ）
〃〃

内 容

東 灘

4 兵 庫 南 36 号 線

〃3

灘

3
神 戸 方 面 第 330 号 線 ほ か
（ 旧 居 留 地 周 辺 地 区 ）

箇 所 名 内 容

標 識 改 修

測 量 設 計

〃

篠 原 56 号 線

道 路 整 備1

交 差 点 改 良

番 号 路 線 名 内 容

1
神 戸 三 木 線

（ 平 田 南 橋 東 ）
須 磨

番 号

葺 合 南 54 号 線

内 容

道 路 案 内 標 識
（ 英 語 表 記 ）

路 線 名

1

番 号

歩 行 者 系 案 内 サ イ ン

番 号 路 線 名

中 央

1

魚 崎 西 町 3 号 線

市 内 一 円

2 波 打 ち 解 消

2
三 宮 裏 線

（ 三 宮 中 央 通 り 地 下 通 路 ）
〃 測 量 設 計
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（5）セーフティーロード整備事業
箇 所

区

（6）歩道・自転車歩行者道整備
箇 所

区

（7）自転車駐車場整備
箇 所

区

市 内 一 円

測 量 設 計

番 号

6
天 神 川 乗 越 峠 線

（ 歩 行 者 空 間 整 備 ）
垂 水 測 量 設 計

〃

和 田 岬 駅 前 自 転 車 駐 車 場 測 量 設 計

〃

箇 所 名

三 宮 駅 前 ・ 元 町 駅 前 自 転 車 駐 車 場 中 央 測 量 設 計

上 沢 駅 前 自 転 車 置 場 〃

番 号 路 線 名

3

内 容

神 戸 明 石 線
（ 歩 行 者 空 間 整 備 ）

〃

内 容

7 駐 輪 場 看 板 改 修 〃

8 幅 広 駐 輪 エ リ ア の 設 置

1

自 転 車 走 行 空 間 整 備

1
西 灘 浜 手 10 号 線

（ 歩 行 者 空 間 整 備 ）
歩 行 者 空 間 整 備

〃

3
西 出 高 松 前 池 線

（ 自 転 車 走 行 空 間 整 備 ）
兵 庫

2

内 容

3

番 号 路 線 名

2 障 が い 者 用 乗 降 ス ペ ー ス 障 が い 者 乗 降 ス ペ ー ス の 設 置

セ ー フ テ ィ ロ ー ド 整 備

〃

市 内 一 円 交通安全総点検フォローアップ他

灘

い こ い の 道 整 備 〃 ベ ン チ ・ 手 す り の 設 置

1

灘 三 田 線
（ 自 転 車 走 行 空 間 整 備 ）

7
岩 岡 魚 住 線

（ 歩 行 者 空 間 整 備 ）
西 歩 行 者 空 間 整 備

5

4
神 戸 三 木 線

（ 歩 行 者 空 間 整 備 ）
須 磨

歩 行 者 空 間 整 備

2
若 菜 神 戸 駅 線

（ JR 神 戸 駅 周 辺 ）
〃 自 転 車 駐 車 場 整 備

兵 庫

6 保 全 計 画 に 基 づ く 計 画 的 な 施 設 改 修

5 高 速 長 田 駅 前 自 転 車 駐 車 場

4 〃

〃

長 田

〃

工 事

測 量 設 計 ・ 工 事
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（8）バリアフリー道路特定事業
箇 所

区

（9）アセットマネジメント
箇 所

区

（10）地域の課題を解決するみちづくり
箇 所

区

（11）三宮地下公共空間のにぎわい創出
箇 所

区

（12）神出山田自転車道
箇 所

区

（13）六甲山の活用と活性化
箇 所

区
番 号 地 区 名 内 容

1 明 石 神 戸 宝 塚 線 灘 測 量 設 計

中 央 公 共 空 間 の リ ニ ュ ー ア ル

番 号 地 区 名 内 容

北 ・ 西 測 量 設 計 ・ 工 事

撤 去市 内 一 円

内 容

歩 道 改 良

1
地 域 の 課 題 を 解 決 す る

み ち づ く り
市 内 一 円 歩 道 改 良

1

1 六 甲 道 地 区 灘

番 号 地 区 名

内 容

中 央 〃

横 断 歩 道 橋
（ ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト ）

〃

内 容

〃

内 容

1

地 区 名

番 号 地 区 名

1 神 出 山 田 自 転 車 道 線

道 路 案 内 標 識
（ ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト ）

番 号 地 区 名

2

三 宮 プ ラ ッ ツ の リ ニ ュ ー ア ル

2 三 宮 地 区

番 号
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　　（目）　7　受託工事費

箇 所
区

1 掘 削 跡 復 旧 工 事 舗 装市 内 一 円

番 号 事 業 名 内 容

-61-



　（項）　4　公園緑地費

　　（目）　2　六甲国立公園費

箇 所
区

1 ハ イ キ ン グ 道 整 備 市 内 一 円 施 設 整 備 ほ か

　（項）　5　公園緑地整備費

　　（目）　1　公園整備費

箇 所
区

1 都 賀 川 公 園 灘 用 地 買 収

2 御 崎 公 園 兵 庫 施 設 整 備 ほ か

3 鈴 蘭 公 園 北 施 設 整 備

4
健 康 づ く り を サ ポ ー ト す る
公 園 の 整 備 （ 鈴 蘭 公 園 ）

〃 〃

5 押 部 谷 町 公 園 西 〃

6 ト イ レ チ ェ ン ジ ア ク シ ョ ン 市 内 一 円 ト イ レ の 洋 式 化 ・ 手 す り 設 置 等

7 バ リ ア フ リ ー 化 事 業 〃 公 園 内 段 差 解 消 ・ 手 す り 設 置 等

8 公 園 施 設 長 寿 命 化 〃 遊 具 他 公 園 施 設 の 改 築 ・ 更 新

9 大 規 模 公 園 施 設 保 全 〃 大 規 模 施 設 の 改 築 ・ 更 新

10 安 全 安 心 な 公 園 づ く り ほ か 〃 公 園 内 危 険 箇 所 の 解 消 対 策 等

番号 公 園 名 又 は 工 事 名 内 容

番号 公 園 名 又 は 工 事 名 内 容
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箇 所
区

1 摩 耶 山 活 性 化 事 業 灘 ハ イ キ ン グ コ ー ス 整 備 ほ か

2 再 度 公 園 の 活 用 北 再 度 公 園 ， 外 国 人 墓 地 整 備 ほ か

3
美 し い 森 林 づ く り

基 盤 整 備 交 付 金 事 業
市 内 一 円 下 刈 ， 除 間 伐 ほ か

4 森 林 リ フ レ ッ シ ュ 事 業 〃 除 間 伐 ほ か

5 森 林 病 害 虫 対 策 事 業 〃
薬 剤 散 布

被 害 木 処 理 ほ か

6 ハ イ キ ン グ 道 整 備 事 業 〃 階 段 補 修 ほ か

7 市 有 林 管 理 事 業 〃 刈 込 , 剪 定 ほ か

8 私 有 林 整 備 六 甲 山 系
人 工 林 ・ 広 葉 樹 林 整 備
（ 下 刈 ・ 間 伐 ほ か ）

箇 所
区

1
未 利 用 市 有 地 に お け る

緑 化 ・ 飾 花
東 灘 施 設 整 備 ほ か

2 〃 須 磨 〃

内 容

　　(目)　3　緑化推進費

番号 公 園 名 又 は 工 事 名 内 容

　　(目)　2　みどりの聖域推進費

番号 公 園 名 又 は 工 事 名
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　（項）　6　河川砂防費

　　（目）　1　河川管理費

（1）準用河川及び普通河川維持補修
箇 所

区

　　（目）　2　河川改修費

（1）都市基盤河川改修
箇 所

区

（2）準用河川等改修事業
箇 所

区

　　（目）　3　治山砂防費

（1）市有林内山腹崩壊対策事業
箇 所

区

（2）砂防関連施設改修
箇 所

区

（3）六甲山系山腹崩壊防止箇所調査
箇 所

区

番 号 箇 所 名 内 容

1 河 川 維 持 補 修 市 内 一 円 浚 渫 工 ほ か

2 調 整 池 環 境 改 善 〃 伐 採 ・ 浚 渫 工 ほ か

番 号 河 川 名 内 容

1 妙 法 寺 川 須 磨 護 岸 工

2 伊 川 西
護 岸 工

測 量 設 計

3 櫨 谷 川 〃 護 岸 工

番 号 河 川 名 内 容

1 僧 尾 川 北
護 岸 工

測 量 設 計

2 草 谷 川 ほ か 市 内 一 円 〃

番 号 工 事 名 内 容

1
市 有 林 内 山 腹 崩 壊 対 策

灘 樹 木 伐 採 工

2 中 央 山 腹 工

番 号 工 事 名 内 容

1 既 設 砂 防 施 設 改 修 北 水 路 改 修 工

番 号 工 事 名 内 容

1 既 設 砂 防 施 設 点 検 市 内 一 円 調 査 設 計
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　（項）  4　街路事業費

箇 所
区

〃

星 陵 台 舞 子 坂 線 〃

〃

塩 屋 多 井 畑 線 垂 水 〃

須 磨

9 明 石 木 見 線 西 〃

8

7

〃

〃

4 房 王 子 線 長 田

6 須 磨 多 聞 線 （ 西 須 磨 ） 〃 〃

垂 水 妙 法 寺 線
（ 禅 昌 寺 ） 外 １ 線

5

内 容

弓 場 線 ・ 御 影 山 手 線 東 灘 街 路 築 造

山 手 幹 線

3 神 戸 三 田 線 北 〃

1

東 灘
灘

2

(款）  10　都市計画費

　　 (目）　1　街路築造費

番 号 路 線 名
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（款）　13　教育費

　（項）　11　社会教育費

　　（目）　5　動物園費

箇 所
区

番 号 工 事 名 内 容

1 ゾ ウ 舎 出 入 口 扉 交 換 改 修 工 事 灘 獣 舎 扉 交 換

2 ペ ン ギ ン 室 内 展 示 場 エ ア コ ン 更 新 工 事 〃 エ ア コ ン 更 新

3 ゾ ウ 舎 耐 震 改 修 工 事 〃 獣 舎 耐 震 補 強
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（款）　14　災害復旧費

　（項）　1　災害復旧費

　　（目）　1　土木施設災害復旧費

箇 所
区

1 神 戸 六 甲 線 灘 法 面 復 旧

2 六 甲 山 町 〃 〃

3 夢 野 白 川 線 兵 庫 〃

4 し あ わ せ の 村 北 遊 具 復 旧 ・ 法 面 復 旧

5 淡 河 町 ほ か 〃 法 面 復 旧

6 須 磨 浦 公 園 須 磨 〃

7 下 畑 町 垂 水 〃

8 寺 谷 川 西 護 岸 工

9 多 聞 台 東 公 園 ほ か 市 内 一 円 法 面 復 旧 ほ か

10 印 篭 川 ほ か 〃 護 岸 工 ほ か

番 号 路 線 名 等 内 容
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令 和 元 年 度
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神戸市下水道事業会計決算報告書 

＜総括事項＞ 

 

下水道は生活環境の改善，浸水の防除及び公共用水域の水質保全など，安全で快適な環境共

生都市の実現に欠かせない基盤施設であり，まちの発展と市民生活，社会経済活動を支える重

要な役割を果たしている。 

令和元年度は，「神戸市下水道長期計画基本構想」及び中期経営計画「こうべアクアプラン

2020」に基づき，事業の必要性・緊急性・優先度を十分考慮した効率的かつ効果的な下水道整

備に努めた。 

経営収支については，下水道使用料が減少したことや，震災後の緊急避難としてカットされ

た一般会計補助返還金が平成30年度で返還完了したこと等に伴う特別利益の減少に加え，西部

処理場旧消化タンク他撤去工事等の特別損失により赤字決算となった。 

 

 

＜業務実績＞ 

 

令和元年度の下水処理量は1億7,946万㎥（前年度比較610万㎥の減），汚水中継量は2,524万㎥

（前年度比較209万㎥の減），雨水排除量は960万㎥（前年度比較820万㎥の減）であった。 

 

 

＜主要な事業の概要＞ 

 

１. 市民の健康・安全を守るまちの実現 

（１）浸水対策 

 平成 30年度の台風による高潮位が原因で浸水被害が発生した東川崎町を含む神戸駅周辺地

区において，ポンプ場及び雨水幹線の整備等に向けた基本設計を行うとともに，事業手法検

討及び事業者選定支援業務を進めた。また，台風期には水中ポンプによる応急対策を実施し

た。さらに，全市においては，高潮時に内水圧がかかる雨水幹線の調査を行い、構造強化な

ど必要な対策を実施した。 
 浸水の危険性の高い低地盤地区等においては，浸水被害の低減を図るため，引き続き雨水

幹線等の整備を行った。令和元年度には、西河原地区（西区）において平成 27 年度からシー

ルド工法で施工を行ってきた西河原 1 号雨水幹線の供用を開始した。 
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（２）西部処理場北系整備 

昭和 40 年に供用を開始した西部処理場は，耐用年数である 50 年を経過し，施設の老朽化

が進んでいることから，既存１系の代替施設となる北系水処理施設等の築造工事を引き続き

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）魚崎ポンプ場改築更新 

   昭和 37 年に供用を開始した魚崎ポンプ場は，耐用年数である 50 年を経過し，また，阪神・

淡路大震災により，躯体の劣化が著しいことから，改築更新を実施している。 

改築更新については，設計施工一括発注方式（ＤＢ方式）を採用し，現ポンプ場を供用し

ながら段階的に新ポンプ場に切り替え，令和 14 年度までの完成を目指し，引き続き工事を実

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ポートアイランド処理場改築更新 

   昭和 55 年に供用を開始したポートアイランド処理場において，耐震性の確保及び老朽化し

た電気・機械設備の改築更新のため，１期側用地にある水処理機能を２期側用地の施設へ移

転する。令和元年度は，改築更新や更新後の運転管理において民間活力を導入するにあたり，

事業者選定業務に着手した。 
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（５）東灘処理場消化ガス有効活用 

   国の実証事業として東灘処理場で実施している都市ガス導管注入事業は，令和 2 年度に終

了予定であるため，東灘処理場全体における消化ガスの最適な利用の方向性について検討を

行っている。令和元年度は，民間活力を導入した消化ガス有効活用方法について事業化実現

可能性調査を実施した。 
 
（６）下水道ストックマネジメント計画の策定 

高度経済成長期に集中的に整備した下水処理場・ポンプ場・管きょ等の老朽化が進行して

おり，今後耐用年数を迎える施設が急激に増加することから，施設の計画的な維持管理と改

築更新による機能保全のため，下水道ストックマネジメント計画を策定した。 
 

（７）下水道経営についての検討及び広報 

 今後の下水道事業の経営と下水道使用料制度のあり方について，上下水道事業審議会に諮

問し，２年半にわたる審議を経て，令和元年６月３日に神戸市に答申が提出され，令和２年

４月に下水道使用料の改定を行うこととなった。改定にあたっては，広報紙 KOBE への掲載

や市民説明会の実施及び事業者向けの広報等を行った。 
また，下水道事業の現状等に対する市民及び事業者の関心と理解を深めるため，「下水道の

日」イベントでの啓発活動や水環境フェア，区ごとのマンホールデザインコンテストなどの

ＰＲ活動の実施により，多角的な広報を展開した。 
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決算第14号 

 

 

令和元年度神戸市下水道事業会計決算 

 

 

上記決算について，地方公営企業法第 3 0条第4項の規定に 

より認定に付します。（監査委員意見書別紙添付） 

 

 

令和２年９月1 8日提出 

 

 

神 戸 市 長 

久 元 喜 造 
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１ 令和元年度神戸市下水道事業報告書 

１ 概       況 

(1) 総 括 事 項 

下水道は生活環境の改善，浸水の防除及び公共用水域の水質保全など，安全で快適な環境共

生都市の実現に欠かせない基盤施設であり，まちの発展と市民生活，社会経済活動を支える重

要な役割を果たしている。また，近年は，循環型社会の実現に向け，資源の再利用面での役割

が期待されている。 

本市では昭和26年度に第１期下水道整備事業を開始し，普及率の向上を最重要課題として積

極的に下水道整備を行ってきた結果，令和元年度末で人口普及率は98.7％にまで達し，汚水管

渠布設延長は4,094km，雨水管渠布設延長は657km となった。 

令和元年度は，「神戸市下水道長期計画基本構想」及び中期経営計画「こうべアクアプラン

2020」に基づき，事業の必要性・緊急性・優先度を十分考慮した効率的かつ効果的な下水道整

備に努めた。 

経営収支については，下水道使用料が減少したことや，震災後の緊急避難としてカットされ

た一般会計補助返還金が平成30年度で返還完了したこと等に伴う特別利益の減少に加え，西部

処理場旧消化タンク他撤去工事等の特別損失により赤字決算となった。 

施設の老朽化により，改築更新費用が増大し，使用料収入の減少が見込まれることから，単

年度収支の均衡等を図るため，令和２年４月に使用料改定を実施した。 

今後も市民の安全・安心を支える下水道サービスを安定的・持続的に提供できるよう，より

一層の執行体制の効率化と適正かつ効率的な投資に努めていく。 

ア  業 務 実 績 

令和元年度の下水処理量は1億7,946万㎥（前年度比較610万㎥の減），汚水中継量は2,524万

㎥（前年度比較209万㎥の減），雨水排除量は960万㎥（前年度比較820万㎥の減）であった。 

イ  建設改良事業等 

令和元年度は，西部処理場，魚崎ポンプ場など老朽化により更新時期を迎えた処理場やポ

ンプ場などの施設及び管渠の改築・更新を行った。また，昭和55年に供用を開始したポート

アイランド処理場において，施設の老朽化が進み，耐震性能が不足していることから，民間

活力を導入した改築及び維持管理の一括発注を行うため，事業者を決定する際に必要となる

事業者選定支援他業務を行った。 

また，浸水に対する安全性を向上させるため，西河原地区など浸水の危険性の高い地区に

おいて雨水管渠等の整備を引き続き実施した。 

さらに，平成30年度に台風による高潮位が原因で浸水被害が発生した東川崎地区において，

浸水の暫定対策を行うとともに，ポンプ場及び雨水幹線の整備等を進めるための計画策定及

び設計を実施した。 

ウ  経 理 状 況  

収益的収入は，333億4,539万円となり，平成30年度に比べ11億2,855万円（3.3％）の減少

となった。 

    収益的支出は，335億6,824万円となり，平成30年度に比べ4,417万円（0.1％）の増加と 
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なった。 

この結果，当年度純損失は2億2,286万円となった。なお，平成30年度からの繰越利益剰余

金は20億円であったため，当年度未処分利益剰余金は17億7,714万円となった。 

 

(2) 議会議決事項 

議 案 番 号 件 名 提 出 年 月 日 議 決 年 月 日 

－ 平成30年度神戸市各会計予算繰越しの報告について 
令 和   年   月   日 

元 . 9 . 1 8 

令 和   年   月   日 

－ 

－ 平成30年度決算に基づく健全化判断比率等の報告について 元 . 9 . 1 8 － 

決 算 第 1 4 号 平成30年度神戸市下水道事業会計決算 元 . 9 . 1 8 元 . 1 0 . 2 8 

第 6 5 号 平成30年度神戸市下水道事業剰余金処分の件 元 . 9 . 1 8 元 . 1 0 . 2 8 

第 7 8 号 神戸市下水道条例の一部を改正する条例の件 元 . 9 . 1 8 元 . 1 0 . 2 8 

予 算 第 4 1 号 令和元年度神戸市下水道事業会計補正予算  2 . 2 . 1 8 2 . 2 . 2 5 

予 算 第 1 3 号 令和２年度神戸市下水道事業会計予算 2 . 2 . 1 8  2 . 3 . 2 6  

 

 

(3) 職員に関する事項 

  令和２年３月末日の現在員は328人で，明細は次のとおりである。 

職 種 名 等 人 員 

 

事 務 
人 

31 
 

土 木 
 

110 
 

電 気 
 

46 
 

機 械 
 

42 
 

化 学 
 

22 
 

自 動 車 運 転 手 
 

7 
 

機 械 操 作 手 
 

70 
 

合 計 
 

328 

(損益勘定所属職員228人，資本勘定所属職員100人) 
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２ 工       事 

 (1) 建設改良工事の概況 

令和元年度末の事業効果は，次のとおりである。 

項目 
 

処理区 

排水区名 

 

整 備 済 

区 域 面 積     

 

汚 水 管 渠 

布 設 延 長     

 

雨 水 管 渠 

布 設 延 長     

 

処 理 場 

処 理 能 力     

 

ポ ン プ 場 

 

備 考 

東 灘 

ｈa 

(-) 

3,537.8 

ｍ 

(191) 

769,821 

ｍ 

(-) 

90,999 

ｍ３/日 

 (-) 

229,500 

 

深江大橋，本庄，魚崎，

大石，向洋，京橋，小野

浜，中突堤 

 

ポートアイ 

ラ ン ド 

 

(-) 

 926.0 

 

(-) 

73,043 

 

(-) 

21,979 

 

(-) 

12,000 

ポ－トアイランド第１, 
ポ－トアイランド第２, 
ポ－トアイランド第３ 

 

中 央 

 

(-) 

3,396.1 

 

 (15) 

890,131 

 

(557) 

139,321 

 

(-) 

134,600 

宇治川，湊川，和田岬， 
浜中，島上，明泉寺， 
南駒栄，外浜 

 

 

鈴 蘭 台 

 

(-) 

989.8 

 

(-) 

215,391 

 

(-) 

41,479 

 

(-) 

16,000 

  

垂 水 

 

(5.0) 

3,596.1 

 

(936) 

707,926 

 

(-) 

134,522 

 

(-) 

209,300 
塩屋，舞子，神明  

玉 津 

 

(-) 

4,127.7 

 

(163) 

847,966 

 

(164) 

152,069 

 

(-) 

98,800 
吉田，上池，岩岡 

 

武庫川上流 

 

(0.3) 

1,796.2 

 

(158) 

372,931 

 

(-) 

58,330 

 

(-) 

- 

  

加古川上流 

 

(-) 

871.0 

 

(316) 

217,116 

 

(-) 

18,666 

 

(-) 

- 

  

合 計 

 

(5.3) 

19,240.7 

 

(1,779) 

4,094,325 

 

 

(721) 

657,365 

 

(-) 

700,200 

 
 
 

 

 

(注) (   )書は元年度単年度分である｡ 
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(2) 本年度の主な工事は次のとおりである｡ 

 

工 事 名 
 

着工年月日 
竣 工 又 は 

納入年月日 

本 年 度 

工 事 費 

 

   摘 要 

ア  処理場建設 

（ 西 部 処 理 場 ） 

  

  

 平成  年  月  日 令和  年  月  日 円  

北系水処理施設築造工事（土木） 2 8 . 3 . 2 5 
3 . 3 . 3 1 
(完成予定)   

1,030,809,200 北系水処理施設築造      一式 

高段ポンプ棟築造工事（建築） 

 
 

 

 

 

3 1 . 3 . 3 0 

2 
 

 

 

 

2 . 3 . 2 5 668,168,700 高段ポンプ棟築造       一式 

高段ポンプ棟築造工事（建築機械設

備） 

令和 

元 . 5 . 1 4 

 

2 . 3 . 3 1 130,685,500 高段ポンプ棟築造       一式 

高段ポンプ棟築造工事（建築電気設

備） 

平成 

3 1 . 4 . 2 6 

 

2 . 3 . 3 0 102,107,500 高段ポンプ棟築造       一式 

（ 垂 水 処 理 場 ） 

  

  

４号脱水ケーキ貯留ホッパ機械設

備工事 
3 0 . 1 2 . 5 元.12 . 18 228,201,200 ケーキ貯留ホッパ機械設備   一式 

イ ポンプ場建設 

（ 魚 崎 ポ ン プ 場 ）     
 

改築更新事業（第１期） 2 8 . 3 . 1 
6 . 6 . 3 0 
(完成予定)   

1,325,666,000 ポンプ場改築          一式 

ウ 汚水幹枝線布設 

（ 東 灘 処 理 区 ）      

葺合灘２号汚水幹線布設工事 3 0 . 6 . 5 2 . 2 . 2 8 311,319,460 φ1,000 ㎜ 他        183.63m 

本山南町７丁目地区他汚水管改築更

新工事 

令和 

元 . 6 . 2 6 

 

2 . 3 . 1 9 145,242,900 φ250 ㎜ 他            1,155.93m 

（ 中 央 処 理 区 ）     

元町通１丁目地区他汚水管改築更新

工事（その２） 

平成 

3 1 . 3 . 1 4 

 

2 . 3 . 3 0 153,490,040 φ250 ㎜ 他              718.32m 

相生町４丁目地区他汚水管改築更新

工事 
3 1 . 3 . 2 6 2 . 3 . 1 3 151,259,400 φ250 ㎜ 他            1,231.18m 

長田町２丁目地区他汚水管改築更新

工事 
30.12.12 2 . 3 . 2 7 177,017,660 φ250 ㎜ 他            1,007.60m 

（ 垂 水 処 理 区 ）     

霞ヶ丘４丁目地区他汚水管改良工事 3 1 . 3 . 8 2 . 3 . 2 7 169,535,160 φ250 ㎜ 他            1,005.06m          
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工 事 名 
 

着工年月日 
竣 工 又 は 

納入年月日 

本 年 度 

工 事 費 

 

   摘 要 

（ 玉 津 排 水 区 ） 
  

  

王塚台６丁目地区他汚水管改築

更新工事 

平成 

3 0 . 1 2 . 7 

令和 

2 . 3 . 3 0 

円 

189,367,320 φ250 ㎜ 他            1,568.54m 

エ 雨水幹枝線布設 

（ 東 灘 排 水 区 ） 
  

  

地蔵川雨水幹線改良工事（その１） 

 

3 0 . 1 0 . 4 

平成 

3 1 . 4 . 2 6 160,063,560 管更生□1,522mm×706mm    L=133m 

（ 中 部 排 水 区 ）  

浜辺遮集幹線築造工事（その３） 

 

3 0 . 3 . 2 4 

令和 

2 . 3 . 1 1 778,801,000 φ2,000mm           L=370m 

（ 玉 津 排 水 区 ）    
 

高津橋雨水幹線築造工事（その６） 30.12.21 2 . 3 . 1 8 141,795,900 □1,400mm×1,400mm 他     L=146m 

オ 処理施設等整備 

（ 東 灘 処 理 場 ） 
  

  

分場３・４系生物反応槽散気装置機

械設備工事 

令和 

元 . 6 . 2 5 
 

3 . 3 . 3 1 
(完成予定) 

235,000,000 生物反応槽機械設備      一式 

（ 西 部 処 理 場 ） 
  

  

２系４～６号生物反応槽散気装置

機械設備工事 

平成 

3 0 . 1 1 . 9 

 

元 . 1 0 . 1 133,789,200 生物反応槽機械設備      一式 

（ 垂 水 処 理 場 ）     

放流ポンプ棟電気設備工事 3 1 . 3 . 6 2 . 3 . 2 3 478,822,195 放流ポンプ棟電気設備     一式 

（ 玉 津 処 理 場 ）     

３号汚泥脱水機機械設備工事 3 1 . 3 . 2 9 2 . 3 . 3 0 301,320,000 汚泥脱水機機械設備      一式 
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３ 業       務 

(1) 業   務   量 

   ア  下水及びし尿処理 

区 分 

処理場名 

年 間 下 水 処 理 量 年 間 し 尿 処 理 量 
備 考 

令 和 元 年 度 平成30年度 比較増△減 令和元年度 平成30年度 比較増△減 
 

東 灘 

 

ｍ3
 

60,078,791 

ｍ3
 

61,005,182 

ｍ3
 

△926,391 

ｍ3
 

- 

ｍ3
 

- 

ｍ3
 

- 
 

 

ポートアイランド 

 

 

3,633,257 

 

3,748,177 

 

 △114,920 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

鈴 蘭 台 

 

 

5,913,383 

 

5,938,501 

 

△25,118 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

 

西 部 

 

 

34,327,523 

 

35,510,700 

 

△1,183,177 

 

19,836 

 

21,272 

 

△1,436 

 

 

垂 水 

 

 

49,500,964 

 

 

51,941,785 

 

 

△2,440,821 

 

- 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

玉 津 

 

 

26,002,686 

 

27,412,892 

 

△1,410,206 

 

- 

 

 

- 

 

 

- 

 

 

 

合 計 

 

179,456,604 185,557,237 △6,100,633 

 

19,836 

 

 

21,272 

 

 

△1,436 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-90-



  イ  汚水中継及び雨水排除 

区 分 

 

ポンプ場名 

年 間 汚 水 中 継 量 年 間 雨 水 排 除 量 
備 考 

令和元年度 平成30年度 比 較 増 △ 減 令和元年度 平成30年度 比 較 増 △ 減 

 

深 江 大 橋 
ｍ3

 

448,300 

ｍ3
 

464,080 

ｍ3
 

△15,780 

ｍ3
 

- 

ｍ3
 

- 

ｍ3
 

- 
 

 

向 洋 6,098,644 6,243,450 △144,806 - - -  

大 石 - - - - - -  

ポートアイランド

第 １ 
- - - - - -  

ポートアイランド

第 ２ - - - - - -  

ポートアイランド

第 ３ 
- - - - - -  

明 泉 寺 - - - - - -  

塩 屋 3,752,140 4,356,670 △604,530 - - -  

舞 子 9,102,920 9,787,760 △684,840 - - -  

神 明 330,266 328,236 2,030 - - -  

岩 岡 1,274,520 1,382,007 △107,487 - - -  

魚 崎 - - - 1,120,380 4,370,760 △3,250,380  

京 橋 - - - 231,000 500,500 △269,500  

中 突 堤 - - - 264,400 553,200 △288,800  

小 野 浜 - - - 278,400 507,400 △229,000  

湊 川 - - - 10,520 55,961 △45,441  

東 川 崎 - - - 41,976 51,516 △9,540  

和 田 岬 - - - 3,445,815 4,187,047 △741,232  

浜 中 - - - 281,481 429,720 △148,239  

島 上 - - - 420,377 646,877 △226,500  

南 駒 栄 - - - 516,483 833,636 △317,153  

外 浜 - - - 14,390 97,013 △82,623  

吉 田 - - - 2,824,751 4,647,788 △1,823,037  

上 池 - - - - 413,321 △413,321  

本 庄 4,005,151 4,481,417 △476,266 62,820 359,810 △296,990  

宇 治 川 231,484 283,601 △52,117 88,452 140,984 △52,532  

合 計 25,243,425 27,327,221  △2,083,796 9,601,245 17,795,533 △8,194,288  
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(2) 事業収入に関する事項 

科 目 令 和 元 年 度 平 成 3 0 年 度 比 較 増 △ 減 

 

下 水 道 事 業 収 益 

円 

33,345,386,545 

円 

34,473,937,705 

円 

△1,128,551,160 

営 業 収 益 22,304,345,635 22,558,550,510 △254,204,875 

営 業 外 収 益 

特 別 利 益 

11,021,830,385 

19,210,525 

11,061,780,926 

853,606,269 

△39,950,541 

△834,395,744 

 

 

(3) 事業費に関する事項 

科 目 令 和 元 年 度 平 成 3 0 年 度 比 較 増 △ 減 

 

下 水 道 事 業 費 

円 

33,568,243,296 

円 

33,524,067,428 

円 

44,175,868 

営 業 費 用 30,882,539,196 30,870,664,661 11,874,535 

営 業 外 費 用 

特 別 損 失 

2,402,260,367 

283,443,733 

2,625,191,055 

28,211,712 

△222,930,688 

       255,232,021 
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４ 会       計 

(1) 重要契約の要旨 

     本年度中に締結した重要契約は，次のとおりである。 

契約年月日 契 約 金 額 契 約 の 内 容 契 約 の 相 手 方 工 期 

令和  年  月  日 

 

 

元 . 6 . 2 4 

円 
 

 

 

 

809,600,000 

 

 

 

東灘処理場 分場３・４系生物反応槽散気装置 

機械設備工事 

日本下水道事業団 

令和  年  月  日 

元.6.25 

～ 

3.3.31  

 
 
 (2) 企業債及び一時借入金の概況 

   ア  企    業    債 

前 年 度 末 残 高 当 年 度 借 入 高 当 年 度 償 還 高 当 年 度 末 残 高 

円 

141,495,769,981 

円 

11,336,000,000 

円 

9,636,555,130 

円 

143,195,214,851 

     

 

区 分  発 行 同 意 額  借 入 額 備 考 

 

（ 平 成 ３ ０ 年 度 分 ） 

公 共 下 水 道 事 業 債 

円 

 

6,634,000,000 

円 

 

6,570,000,000 

 

 

不用額      64,000,000 円 

小 計 6,634,000,000 6,570,000,000  

 

（ 令 和 元 年 度 分 ） 

公 共 下 水 道 事 業 債 

円 

 

12,653,000,000 

円 

 

4,766,000,000 

 

 

未借入額 7,012,000,000 円 

不用用   875,000,000 円 

小 計 12,653,000,000 4,766,000,000  

合 計 19,287,000,000 11,336,000,000  

 

 

  イ  一 時 借 入 金 

      本年度中における一時借入金はない。 
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５ そ   の   他 

(1) 他会計補助金等の使途について 

    ア 収益的収入の他会計負担金43,823,068円，雨水処理補助金3,682,212,000円，他会計補

助金570,775,000円については，委託料等の課税仕入に565,954,233円（特定収入），企業

債利息等の課税仕入以外に3,730,855,835円（特定収入以外），それぞれ充当した。 

イ 資本的収入の他会計繰入金335,182,000円については，企業債償還金のうち課税仕入の

財源として発行したものに272,980,409円（特定収入），課税仕入以外の財源として発行し

たものに60,467,591円（特定収入以外），建設改良費のうち課税仕入に942,000円（特定収

入），課税仕入以外に792,000円（特定収入以外），それぞれ充当した。 

ウ 資本的収入の国庫支出金4,398,735,000円については，工事請負費等の課税仕入に全額

充当した（特定収入）。 

エ その他資本的収入994,011,227円については，工事請負費等の課税仕入に1,011,227円

（特定収入），企業債償還金のうち課税仕入れ以外に993,000,000円（特定収入以外），そ

れぞれ充当した。 
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２  令和元年度神戸市下水道事業損益計算書 

                         （平成31年４月１日から令和２年３月31日まで）                    （単位：円） 

 

１ 営 業 収 益       

(1) 下 水 道 使 用 料  18,578,310,567     

(2) 他 会 計 負 担 金  43,823,068     

(3) 雨水処理補助金  3,682,212,000  

 

22,304,345,635   

       

２ 営 業 費 用     

(1) 管 渠 費  549,563,901     

(2) 処 理 場 費  3,718,882,492     

(3) ポ ン プ 場 費  226,465,798     

(4) 水 洗 化 促 進 費  421,334     

(5) 業 務 費  2,174,162,032     

(6) 総 係 費  2,319,846,384     

(7) 減 価 償 却 費  21,733,154,511   

30,882,539,196 

  

(8) 資 産 減 耗 費  160,042,744    

 営 業 利 益     △8,578,193,561 

        

３ 営 業 外 収 益       

(1) 受取利息及配当金  1,408,000     

(2) 他 会 計 補 助 金  570,775,000     

(3) 長期前受金戻入  9,969,256,131     

(4) 雑 収 益  480,391,254  11,021,830,385   

        

４ 営 業 外 費 用       

(1) 支払利息及企業債取扱諸費  2,322,051,486     

(2) 雑 支 出  80,208,881  2,402,260,367  8,619,570,018 

 経 常 利 益 

 

  

 

  

 

 41,376,457 

５ 特 別 利 益       

(1) 過年度損益修正益  16,374,431     

(2) その他特別利益  2,836,094  19,210,525   

        

６ 特 別 損 失       

(1) 過年度損益修正損  7,498,201     

(2) その他特別損失  275,945,532  283,443,733  △264,233,208 
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当 年 度 純 利 益       
  

△222,856,751  

 前年度繰越利益剰余金      2,000,000,000 

 当年度未処分利益剰余金      1,777,143,249 
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４ 令和元年度神戸市下水道事業剰余金処分計算書 

 

  当 年 度 末 残 高 処 分 額 
処 分 後 残 高 

（ 翌 年 度 繰 越 額 ） 

      円   円   円  

資 本 金 118,260,550,176 -  118,260,550,176 

資 本 剰 余 金 143,883,890,224 - 143,883,890,224 

未 処 分 利 益 剰 余 金 1,777,143,249 - 1,777,143,249 
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５  令和元年度神戸市下水道事業貸借対照表  

                                     （令和２年３月31日）                                 （単位：円） 

 

資 産 の 部 

1 固 定 資 産               

(1) 有形固定資産                

 イ  土 地           55,109,718,435     

 ロ  建 物         49,393,392,928       

       減価償却累計額  △24,611,746,529  24,781,646,399     

 ハ  建物付属設備         8,341,562,359       

       減価償却累計額  △6,561,572,542  1,779,989,817     

 ニ  構 築 物         827,095,461,279       

       減価償却累計額  △386,729,329,227  440,366,132,052     

 ホ  機 械 及 装 置         172,989,720,332        

       減価償却累計額  △122,887,899,532  50,101,820,800     

 ヘ 車 両 運 搬 具         139,146,130       

       減価償却累計額  △99,754,253  39,391,877     

 ト  工具器具及備品  2,684,780,741       

       減価償却累計額  △2,224,884,037  459,896,704     

 チ  建 設 仮 勘 定           20,349,128,184     

 有形固定資産合計      592,987,724,268   

(2) 無形固定資産                

 イ 地  上  権    39,821,429     

 ロ  施 設 利 用 権           1,776,959,305     

 ハ  電 話 加 入 権           6,844,500     

 無形固定資産合計      1,823,625,234   

(3) 投資その他の資産         

 イ  基 金           6,078,737,276     

 ロ  敷 金           6,527,401     

 ハ  出 え ん 金           138,735,000     

 ニ そ の 他 投 資    759,350     

 ホ 破産更生債権等    28,141,295     

      貸 倒 引 当 金    △28,141,295     

 投資その他の資産合計      6,224,759,027   

 固定資産合計               601,036,108,529 
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2 流 動 資 産       

(1) 現 金 預 金             31,537,157,474   

(2) 未 収 金             5,810,474,128   

(3) 貯 蔵 品             20,628,940   

(4) 前 払 費 用      1,985,320   

(5) 前 払 金      184,160   

 流動資産合計               37,370,430,022 

 資 産 合 計               638,406,538,551 

          

          

 

負 債 の 部 

3 固 定 負 債               

(1) 企  業  債      131,952,673,096   

(2) 引 当 金                

 イ  退職給付引当金    2,454,786,128  2,454,786,128   

(3) (2) その他固定負債         

 イ  その他固定負債    223,893,304  223,893,304   

    固定負債合計           

 

  

 

  134,631,352,528 

        

4 流 動 負 債       

(1) 企 業 債      11,242,541,755   

(2) 未 払 金             9,922,267,066   

(3) 預 り 金             17,341,905   

(4) 引 当 金        

 イ 賞 与 引 当 金    244,000,000  244,000,000   

 流動負債合計               21,426,150,726 

          

5 繰 延 収 益         

(1) 長 期 前 受 金         

 イ 国庫補助金長期前受金    294,989,603,435     

 ロ 他会計繰入金長期前受金    44,611,867,877     

 ハ 工事負担金長期前受金    102,425,970,128     

 ニ 受贈財産評価額    46,160,123,492     

 長期前受金合計      488,187,564,932   

(2) 収益化累計額      △272,429,308,586   

 繰延収益合計        215,758,256,346 

 負 債 合 計        371,815,759,600 
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資 本 の 部 

6 資 本 金              118,260,550,176 

          

7 剰 余 金               

(1) 資 本 剰 余 金                

 イ  国 庫 補 助 金           48,188,285,962     

 ロ  他会計繰入金           20,180,259     

 ハ  工 事 負 担 金           71,063,012,020     

 ニ  受贈財産評価額    997,504,375     

 ホ  その他資本剰余金    23,614,907,608     

 資本剰余金合計      143,883,890,224   

(2) 利 益 剰 余 金         

 イ 建設改良積立金    2,669,195,302     

 ロ  当 年度 未処 分利益 剰余 金    1,777,143,249  4,446,338,551   

 剰 余 金 合 計               148,330,228,775 

 資 本 合 計               266,590,778,951 

 負債資本合計               638,406,538,551 

 

-103-



※注記 
Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 1 資産の評価基準及び評価方法 
  貯蔵品  個別法による原価法によっている。 
 2 固定資産の減価償却の方法 
 （1）有形固定資産 
  ・減価償却の方法  定額法による 
  ・主な耐用年数    

建物     45 年～50 年  建物付属設備  ８年～15 年 
構築物    50 年    機械及装置         10 年～20 年 
車両運搬具  ５年     工具器具及備品 ５年～15 年 

 （2）無形固定資産 
  ・減価償却の方法  定額法による 
 3 重要なリース取引の処理方法 
   所有権移転外ファイナンス・リース取引については，通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっている。 
4 引当金の計上方法 

 （1）退職給付引当金 
   職員の退職手当の支給に備えるため，当年度の退職手当の期末要支給額に相当する金額を計上

している。なお，会計基準変更時の差異のうち，一般会計が負担すると見込まれる金額

（221,665,823 円）については，平成 26 年度から職員の退職までの平均残余勤務年数内（14 年）

にわたり，均等額を一般会計より繰り入れ費用処理をしている。 
 （2）賞与引当金 
   職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため，当年度末における支出見込額に基づき，当年度の

負担に属する額（12 月から３月までの４ヵ月分）を計上している。 
 （3）貸倒引当金 
   債権の不納欠損による損失に備えるため，回収不能見込の債権を破産更生債権等に分類し，そ

の全額を計上している。 
 5 消費税等の会計処理 
   消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式によっている。 
Ⅱ 貸借対照表に関する注記 
    企業債の償還に係る他会計の負担 
   貸借対照表上に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して 1 年以内に償

還予定のものも含む）のうち，一般会計が負担すると見込まれる額は32,341,539,000円である。 
Ⅲ セグメント情報に関する注記 

   神戸市下水道事業では，下水道事業のみを運営している単一セグメントであるため，記載を省略

している。 
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Ⅳ リース契約により使用する固定資産に関する注記 
  ・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料    

1 年内 23,278,548 円  1 年超 11,706,886 円  計 34,985,434 円 

Ⅴ その他の注記 
 1 退職給付引当金の取崩し 
   令和元年度において，退職手当 195,116,398 円を支給するため，退職給付引当金 195,116,398

円を取り崩した。 

 2 賞与引当金の取崩し 
   令和元年度において，期末勤勉手当 244,000,000 円を支給するため，賞与引当金 244,000,000

円を取り崩した。 
3 貸倒引当金の取崩し 

   令和元年度において，債権の不納欠損 11,671,971 円に充てるため，貸倒引当金 11,671,971 円

を取り崩した。 

 

-105-



６  令和元年度神戸市下水道事業キャッシュ・フロー計算書 

                   （平成31年４月１日から令和２年３月31日まで）                   （単位：円） 

 

1 業務活動によるキャッシュ・フロー   

 当年度純利益  △222,856,751 

 減価償却費  21,733,154,511 

 資産減耗費  160,042,744 

 貸倒引当金の増減額  △2,844,517 

 退職給付引当金の増減額  △40,340,919 

 賞与引当金の増減額  △1,000,000 

 長期前受金戻入額  △9,969,256,131 

 受取利息及び受取配当金  △1,408,000 

 支払利息  2,322,051,486 

 たな卸資産の増減額  227,900 

 敷金の増減額  43,200 

 固定資産除却損  49,417,820 

 未収金・破産更生債権等の増減額  501,824,357 

 未払金の増減額  3,049,100,428 

 前払費用・前払金の増減額  △151,339 

 預り金の増減額    1,820,314 

 その他投資（自動車リサイクル券）  23,290 

 消費税資本的収支調整額  1,125,068,458 

 小計  18,704,916,851 

 利息及び配当金の受取額  1,408,000 

 利息の支払額  △2,322,051,486 

 業務活動によるキャッシュ・フロー  16,384,273,365 

    

2 投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得  △20,024,673,964 

 国庫補助金  4,398,735,000 

 一般会計繰入金（流域下水道事業充当分等）  1,734,000 

 工事負担金  61,881,166 

 雑収入  142,788 

 基金造成費  △1,797,757 

 基金運用による収入  1,913,658 

 投資活動によるキャッシュ・フロー  △15,562,065,109 
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3 財務活動によるキャッシュ・フロー 

建設改良企業債償還のための基金繰入 

  

993,000,000 

 建設改良費等の財源に充てる企業債収入  11,336,000,000 

 建設改良費等の財源に充てた企業債償還  △9,636,555,130 

 一般会計繰入金  333,448,000 

 財務活動によるキャッシュ・フロー  3,025,892,870 

    

資金増加額   3,848,101,126 

資金期首残高   27,689,056,348 

資金期末残高   31,537,157,474 
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款 項 目 金　　　額 備　　　考

円

下水道事業収益 33,345,386,545

営 業 収 益 22,304,345,635

下 水 道 使 用 料 18,578,310,567

他 会 計 負 担 金 43,823,068

雨水処理補助金 3,682,212,000

営 業 外 収 益 11,021,830,385

受取利息及配当金 1,408,000

他 会 計 補 助 金 570,775,000

長期前受金戻入 9,969,256,131

雑 収 益 480,391,254

11,271,076

469,120,178

特 別 利 益 19,210,525

過年度損益修正益 16,374,431

その他特別利益 2,836,094

下 水 道 事 業 費 33,568,243,296

営 業 費 用 30,882,539,196

管 渠 費 549,563,901

18,808,209

10,000

83,451,413

398,541,758

17,453,639

15,948,258

1,103,900

0

9,293,085

4,953,639

処 理 場 費 3,718,882,492

49,628,984

21,202,566

1,792,210,719

344,624,039

958,964,804

488,621,876

745,345,781

1,066,580,033

31,780,210

338,449

5,691,847

6,034,203

69,700

備 品 購 入 費

負担金補助及交付金

公 課 費

（ 電 力 費 ）

（ そ の 他 ）

使 用 料 及 賃 借 料

原 材 料 費

役 務 費

委 託 料

報 酬

負担金補助及交付金

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使 用 料 及 賃 借 料

備 品 購 入 費

報 償 費

不 用 品 売 却 収 益

節

７ 収 益 費 用 明 細 書

そ の 他 雑 収 益

（ 薬 品 費 ）

原 材 料 費

補償補填及賠償金

報 酬

賃 金

需 用 費
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款 項 目 金　　　額 備　　　考

円

ポ ン プ 場 費 226,465,798

139,840,056

43,255,326

37,632,612

1,302,504

30,800

4,404,500

水 洗 化 促 進 費 421,334

288,000

133,334

業 務 費 2,174,162,032

3,437,472

2,313,244

143,040

124,370

49,500

19,767,190

19,098,244

12,794,309

64,801,484

402,080

2,042,403,645

8,827,454      

総 係 費 2,319,846,384

1,002,917,950

936,196,170

379,559,689

1,172,575

減 価 償 却 費 21,733,154,511

21,407,311,834

325,842,677

資 産 減 耗 費 160,042,744

営 業 外 費 用 2,402,260,367
支 払 利 息 及 企 業 債
取 扱 諸 費 2,322,051,486

2,319,695,465

2,356,021

雑 支 出 80,208,881

特 別 損 失 283,443,733

過年度損益修正損 7,498,201

その他特別損失 275,945,532

節

負担金補助及交付金

需 用 費

役 務 費

使 用 料 及 賃 借 料

備 品 購 入 費

企 業 債 手 数 料 及
取 扱 諸 費

報 酬

旅 費

共 済 費

給 料

有形固定資産償却費

無形固定資産償却費

備 品 購 入 費

職 員 手 当 等

貸 倒 引 当 金

企 業 債 利 息

旅 費

交 際 費

委 託 料

使 用 料 及 賃 借 料

役 務 費

負担金補助及交付金

委 託 料

使 用 料 及 賃 借 料

需 用 費

委 託 料

報 償 費

賃 金
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神戸市下水道事業会計決算参考書

令 和 元 年 度





頁

135

135

137

141

143

147

149３　資金不足比率の報告 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

目　　　　　　　次

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

１　決算報告書内容説明

（１）　収益的収入及び支出

ア　収　　　　入

・ ・ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（２）　資本的収入及び支出

イ　支　　　　出

ア　収　　　　入

イ　支　　　　出

･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

２　収益費用増加率及び構成比率比較表















（収　　益） （費　　用）

22,304,345,635 △ 1.1 66.8 30,882,539,196 0.0 92.0

１ 下 水 道 使 用 料 18,578,310,567 △ 1.0 55.7 １ 管 渠 費 549,563,901 5.2 1.6

２ 他 会 計 負 担 金 43,823,068 △ 30.4 0.1 ２ 処 理 場 費 3,718,882,492 3.8 11.1

３ 雨 水 処 理 補 助 金 3,682,212,000 △ 1.1 11.0 ３ ポ ン プ 場 費 226,465,798 △ 27.5 0.7

４ 受 託 工 事 収 益 - - - ４ 受 託 工 事 費 - - -

11,021,830,385 △ 0.4 33.1 ５ 水 洗 化 促 進 費 421,334 △ 68.5 0.0

１ 受取利息及配当金 1,408,000 32.2 0.1 ６ 業 務 費 2,174,162,032 2.1 6.5

２ 他 会 計 補 助 金 570,775,000 △ 4.1 1.7 ７ 総 係 費 2,319,846,384 △ 3.7 6.9

３ 長 期 前 受 金 戻 入 9,969,256,131 △ 0.3 29.9 ８ 減 価 償 却 費 21,733,154,511 △ 0.2 64.7

４ 雑 収 益 480,391,254 2.2 1.4 ９ 資 産 減 耗 費 160,042,744 13.4 0.5

19,210,525 △ 97.7 0.1 ２　　営　業　外　費　用 2,402,260,367 △ 8.5 7.2

１ 過年度損益修正益 16,374,431 △ 88.6 0.1 １
支 払 利 息 及
企 業 債 取 扱 諸 費

2,322,051,486 △ 8.8 7.0

２ そ の 他 特 別 利 益 2,836,094 △ 99.6 0.0 ２ 雑 支 出 80,208,881 △ 0.2 0.2

３　　特　別　損　失 283,443,733 904.7 0.8

１ 過年度損益修正損 7,498,201 0.5 0.0

２ そ の 他 特 別 損 失 275,945,532 1,229.7 0.8

構成比率比較表（消費税及び地方消費税抜額）２　収益費用増加率及び

１　下水道事業収益

対前年度増加率決　算　額 構　成　比構　成　比対前年度増加率決　算　額

100.0

３　　特　別　利　益

円

１　　営　業　収　益

２　　営　業　外　収　益

％
33,568,243,296 0.1

１　　営　業　費　用

％
100.0

区　　　　分 区　　　　分

１　下水道事業費
円 ％ ％

33,345,386,545 △ 3.3
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不足比率を次のとおり報告する。

本市に適用される経営健全化基準：20.0％

第22条　 公営企業を経営する地方公共団体の長は，毎年度，当該公営企業の前年度の決算の提出を受

   て得た数値をいう。

３　  略

   ならない。

   けた後，速やかに，資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員の審査に

   付し，その意見を付けて当該資金不足比率を議会に報告し，かつ，当該資金不足比率を公表しなければ

２　  前項に規定する「資金不足比率」とは，公営企業ごとに，政令で定めるところにより算定した当該年度

   の前年度の資金の不足額を政令で定めるところにより算定した当該年度の前年度の事業の規模で除し

  （参　考）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律　ぬきがき

  （資金不足比率の公表等）

３　令和元年度決算に基づく資金不足比率の報告（関係分）

特別会計の名称 資金不足比率（％）

下水道事業会計 －

 　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定により，令和元年度決算に基づく資金
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